
明治30年調査の概要 
いつ（調査期間） 

だれが（調査した人） 

調査概要 

所 在 地  神奈川県三浦市初声町下宮田飯森台 
調査面積  不明 
調査原因  学術調査 
主な遺構  不明 
主な遺物  土器、石鏃、打石斧 
特記事項   『日本石器時代人民遺物発見地名表第２版』(明治30 
      (1897)年）には、「相模国三浦郡初声村下宮田字飯森 
      台 土器、石鏃、打石斧」と記されている。佐藤伝蔵 
      金沢悌次郎らの発見である。 
       佐藤伝蔵は地質学者・鉱物学者であったが、早くか 
      ら東京人類学会の会員になり、専門の立場から、石器 
      時代の遺跡・遺物について、論文等を発表している。 

明治30(1897)年 

佐藤伝蔵・金沢悌次郎 

どこを（調査場所） 

   当時の調査地点は不明です 
赤線は平成23(2011)年３月８日に国指定された範囲 

『日本石器時代人民遺物発見地名表第2版』表紙 『日本石器時代人民遺物発見地名表第２版』125頁 （クリックで拡大） 



『日本石器時代人民遺物発見地名表第２版』125頁の赤坂遺跡が記載されている箇所 


